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添削用答案冊子　第1問

氏名 実施日

以下の問いに答えよ.
① 方程式 log2(𝑥 − 1) + log2(5 − 𝑥) = 1を満たす実数 𝑥をすべて求めよ.

② 複素数 𝛼 =
√

3 + 𝑖
1 − 𝑖 に対し, 𝛼

4 を求めよ. ただし, 𝑖は虚数単位とする.

記述欄　小問番号を付け,途中式や考え方を書くこと. 添削欄
文字は大きめに,はっきり書いてください.
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添削用答案冊子　第2問

氏名 実施日

三角形 ABCにおいて, AB = 4 , AC = 3 , ∠BAC = 𝜃とする. ∠BACの二等分線と辺 BCの交点を Dとし, BC = 𝑎とおく. 以下の問いに答
えよ.
① 𝑎2 を cos 𝜃を用いて表せ. また, BDを 𝑎を用いて表せ.
② AD2 を cos 𝜃を用いて表せ.
③ AD = BDのとき, cos 𝜃の値と三角形 ABCの面積を求めよ.

記述欄　小問番号を付け,途中式や考え方を書くこと. 添削欄
文字は大きめに,はっきり書いてください.
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添削用答案冊子　第3問

氏名 実施日

袋の中に赤玉 3 個と白玉 2 個が入っている. 袋から玉を 1 個無作為に取り出し, その色を調べてから袋に戻し, さらに取り出した玉と同じ
色の玉を1個袋に加える.この操作を繰り返す.追加する赤玉と白玉は十分多く用意されており,毎回よくかき混ぜてから玉を取り出すもの
とする. 以下の問いに答えよ.
① 1 回目と 2回目に取り出す玉の色が異なる確率を求めよ.
② 𝑛を自然数とする. 1 回目から 𝑛回目までに取り出す玉がすべて赤玉である確率 𝑝𝑛 を求めよ.
③ 𝑛を 𝑛 ≧ 2を満たす整数とする. 1 回目から 𝑛回目までに白玉を取り出す回数がちょうど 1回である確率 𝑞𝑛 を求めよ.

記述欄　小問番号を付け,途中式や考え方を書くこと. 添削欄
文字は大きめに,はっきり書いてください.
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添削用答案冊子　第4問

氏名 実施日

関数 𝑓(𝑥) = 𝑥𝑒−𝑥 （ 𝑥 ≧ 0）について, 以下の問いに答えよ. ただし, lim
𝑥→∞

𝑥𝑒−𝑥 = 0を用いてよい.

① 𝑓(𝑥)の増減を調べ, 最大値を求めよ.

② 𝑛を 0以上の整数とし, 𝐼𝑛 = ∫
1

0
𝑥𝑛𝑒−𝑥 𝑑𝑥とおく. 𝐼0 を求めよ. また, 𝑛 ≧ 1のとき, 𝐼𝑛 を 𝐼𝑛−1 を用いて表せ.

③ 曲線 𝑦 = 𝑓(𝑥)の 0 ≦ 𝑥 ≦ 1の部分, 直線 𝑦 =
1
𝑒および 𝑦軸で囲まれた図形を, 𝑦軸の周りに 1回転させてできる立体の体積を求めよ.

記述欄　小問番号を付け,途中式や考え方を書くこと. 添削欄
文字は大きめに,はっきり書いてください.
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